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様々な N 亜型を有す、H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスから派生した高病原












た遺伝子再集合体、すなわち様々な N 亜型の H5 鳥インフルエンザウイルスも中国に出現し






ス（以下 H7N9 ウイルス）の、人への感染及び発病が 2013 年 3 月に確認されて以降、現在ま
で死亡事例を含む罹患者が継続して出ている3）。中国では未だに本病の防遏に成功していない。









2014 年 4 月に、四川省で家きんと野鳥に H5N6 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス（以
下 H5N6 ウイルス）感染による高病原性鳥インフルエンザが発生した6）。同じ頃に人での
H5N6 ウイルス感染による死亡事例も起きた7）。この発生があった 4 月と、さらに 8 月には、
中国と国境を接するベトナム北部の 3 地域で飼育されている家きん類で、高病原性鳥インフル
エンザ（H5N6）が続発した6）。筆者たちも 1 月にハノイ近郊で捕獲したカルガモから H5N6
ウイルスを分離している。ラオス北部のタイに近い農村においても、同じ 2014 年 3 月に家き
んに高病原性鳥インフルエンザ（H5N6）が発生した8）。ラオスで分離された H5N6 ウイルス
の HA 遺伝子は clade 2.3.4.4 に分類された。
中国国内での家きん類の高病原性鳥インフルエンザ（H5N6）発生は、広範にしかも頻繁に
起きており、最近では H5N1 ウイルス感染事例数を上回っている（図 1）9）。人での発生も、




2013 年 12 月に河北省、2014 年 1 月には隣の山東省の家きん農場において H5N2 亜型ウイ
ルスによる高病原性鳥インフルエンザが発生した10）。この発生は、H5N1 ウイルスを起源とす




ガチョウから H5N2、H5N5 あるいは H5N8 亜型の高病原性鳥インフルエンザウイルス株が分
離された11）。これらのウイルスが分離された家きん類及び水きん類は、高病原性鳥インフルエ
ンザの臨床症状を示していなかった。分離されたウイルスの HA 遺伝子はいずれも clade 2.3.4
に分類された。その他、山東省から持ち込まれたガチョウ、広東省および江蘇省から持ち込ま
れたウズラから H5N5 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスが 3 株分離されている。興味
深いことに、江蘇省から持ち込まれたアヒルから H5N8 ウイルスも 1 株分離されている12）。い
ずれも 2009 年から 2010 年にかけて分離されたものである。
その後、2013 年に浙江省の生鳥市場でも、アヒルから H5N8 ウイルスが分離された。興味
深いことに、韓国で 2014 年 1 月に分離された H5N8 ウイルスの HA 遺伝子が、浙江省で分離
された H5N8 ウイルスのそれと高い相同性を示した。すなわち、2013 年には、中国東部の広
い地域に H5N8 ウイルスはすでに拡散しており、そこから野鳥によって韓国にウイルスが持
ち込まれた可能性が考えられている12）。
中国政府は、2014 年 10 月 26 日に、上記 H5N1 ウイルスから派生した様々な N 亜型の H5
ウイルスが中国全土に蔓延していると発表した（図 2）。「発生月がすべて 9 月に限定」という
発表には驚かされるが、発表せざるを得ない状況が生じたのかもしれない。




ん群のワクチン接種率を 100％ に到達させる。また、通年、70％ 以上の家きん・水きん群が、
感染防御に有効な抗体価保有率を保つことにある。しかし、飼育している家きん・水きん群に
高病原性鳥インフルエンザがいつ侵入するのか不明で、H5 の抗原変異も進んでおり、様々な
N 亜型の H5 鳥インフルエンザウイルスも出現している現状から、たとえ計画通りにワクチン
接種がなされても、ワクチン効果が有効に発現し、高病原性鳥インフルエンザ撲滅が実現する
ことは極めて困難であろう。




2014 年 1 月 16 日に突如発生した。またたく間に発生は拡大して、韓国ほとんどすべての地域
に発生が広がった（図 3）。3 月以降農家での発生数は減少した。しかし、発生は完全には止ま
らず、同年 7 月まで 212 件の発生が認められている。同年 9 月から異なる性状を有す別の
H5N8 ウイルスが韓国に侵入した15）。そのために、高病原性鳥インフルエンザが再発して 2015
年 6 月まで発生は継続し、合計 162 件発生した。2015 年 9 月にまた再発して 11 月まで 17 件
の発生があった。2014 年 1 月の初発以来 2015 年 6 月まで、合計 780 件の農家が被害を受け、
1,900 万羽以上の家きん類が死亡あるいは殺処分を受けた。2015 年 11 月以降 2016 年 2 月まで









































めのシステム整備である。このような防疫システムが機能したのか、2015 年 11 月以降、2016






99％ 以上の相同性を持つことが明らかになった。すなわち、韓国で分離された以下の 2 株、
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4．2014年 11月以降の高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）の動向
1）国内20）
2014 年 11 月早々から、国内各地で北方より飛来したばかりの渡り鳥及びそれらの糞から
H5N8 亜型鳥インフルエンザウイルスが分離された（表 1）。分離されたウイルスはいずれも
高病原性であったが、4 月に熊本で分離されたウイルスのそれとは異なる。
渡り鳥からの H5N8 ウイルスの分離にとどまらず、2014 年 12 月から 2015 年 1 月にかけて








2015 年 2 月以降、2016 年 4 月まで高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）の発生は起きてい







2014 年秋から 2015 年春にかけて高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）が発生したオランダ、
ドイツ、イギリス、イタリア、ハンガリーでは、2015 年秋以降高病原性鳥インフルエンザ
（H5N8）の発生は起きていない。
一方、発生のなかったフランスのスペイン国境に近い地域において、2015 年 11 月末から
2016 年 1 月末まで、合計 77 件にも及ぶ養鶏場、アヒル農場、ガチョウ農場、ホロホロ鳥農場




H5N2 及び H5N3 鳥インフルエンザウイルスも同じ頃にアヒルや他の家きん類から 14 件の農
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場で分離されていることであろう。これらのウイルスの間に何らかの関連性があるのか？日本





きん産業に与えている。すなわち、2014 年 12 月に米国の西部地域に位置するアイダホ、オレ
ゴン及びワシントン州で多数の野鳥から H5N8 ウイルス及び H5N8 ウイルスから派生した
H5N2 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスが分離された。ほとんど同時期にこれら 3 つの
州で飼育されている七面鳥や採卵鶏から同じ亜型の鳥インフルエンザウイルスが分離された。
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台湾では 2003 年に H5N2 亜型低病原性鳥インフルエンザウイルス（以下 H5N2 ウイルス）
の養鶏場への侵入が見つかってから、台湾全土の養鶏場にこのウイルスは数年で拡散した。
2010 年にこの拡散した H5N2 ウイルスは高病原性を獲得した。
一方、2015 年 1 月に、台湾中部及び南部で飼育されていた家きん及び水きん類に高病原性
鳥インフルエンザ（H5N8 あるいは H5N2）が発生した。分離ウイルスの遺伝子性状は 2014
年に韓国で分離された H5N8 ウイルス、中国吉林省で分離された H5N2 ウイルスのそれと近
縁であった。これらの発生を契機に台湾のほとんど全土にこれらのウイルスが拡散して、高病









ん類及び水きん類における高病原性鳥インフルエンザの発生は、2014 年 9 月に遼寧省盤錦市
での家きんでの報告が 1 例出されたに過ぎない25）。
一方、先述したように、2015 年 9 月以降 11 月中旬まで、韓国のアヒル農場での H5N8 ウイ
ルス感染による発生は 17 件起きた。しかし、それ以降の家きん類あるいは水きん類を飼育し
ている農場での発生は 2016 年 2 月まで報告されていない。したがって、韓国への新たな










前述したように、2016 年 4 月現在、日本国内での鳥インフルエンザの発生は報告されてい
ない。したがって、国内の養鶏業界に鳥インフルエンザへの警戒心を持続させることは難しく
なっている。しかし、述べてきたように、アジア近隣諸国では依然として鳥インフルエンザ発
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図 3 韓国における高病原性鳥インフルエンザ（H5N8 亜型）の発生状況（2014 年 1 月～9 月 25 日）．
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県 名 発生日※1 動 物 種 飼養羽数
島根県 2014 年 11 月 13 日 コハクチョウ（糞便） －




鳥取県 2014 年 11 月 27 日 コハクチョウ（糞便） －
鹿児島県
2014 年 11 月 29 日 マナヅル －
2014 年 12 月 6 日 環境試料（ねぐらの水） －
2014 年 12 月 10 日 ナベヅル －
2014 年 12 月 19 日 ナベヅル －
2014 年 12 月 30 日 ナベヅル －
2015 年 1 月 7 日 ナベヅル －
2015 年 1 月 19 日 マガモ －
2015 年 2 月 17 日 マガモ －
宮崎県
2014 年 12 月 16 日 肉用種鶏 3,870
2014 年 12 月 28 日 肉用鶏 42,155
岐阜県 2014 年 12 月 20 日 オシドリ －
山口県 2014 年 12 月 30 日 肉用種鶏 32,770
岡山県 2015 年 1 月 15 日 採卵鶏 199,160
佐賀県 2015 年 1 月 18 日 肉用鶏 72,900※2
表 1 日本における高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）の発生状況
農水省・家きん疾病小委員会平成 27 年報告
※1 遺伝子検査により H5 亜型陽性（疑似患蓄）と判明した日
※2 関連農場（飼養管理者が発生農場の飼養管理をおこなっていたため、疑似患蓄の発生農場と判定される農
場）を含む

































































































































World-wide Spread and Increasing Threat






Recently, several kinds of genetic reassortant derived from H5N1 highly pathogenic avian
influenza (HPAI) virus appeared in China and few of them are spreading world-widely. In January
2014, outbreaks of highly pathogenic avian influenza occurred in several poultry farms located
western South Korea. Causative agent was H5N8 HPAI virus. By May 2014, H5N8 virus spread
throughout the country. Incidence of this disaster in that country with this virus is still continuing.
In the spring of 2014, H5N8 HPAI virus was carried to Siberia and/or northern China by
migratory waterfowls, grew and spread among those fowls during summer of 2014 there. In
autumn of 2014, the grown H5N8 viruses were carried from Siberia and/or northern China to the
Far East including Japan and Taiwan, Europe and North America by migratory waterfowls.
American poultry industry got a big serious damage by the H5N8 HPAI virus. Between
November 2014 and May 2015, more than 45 million poultries were influenced and had to be
culled. On the other hand, since autumn of 2015, several poultry farms in western France have
been affected both highly and low pathogenic avian influenza. H subtype of the causative agent is
5 but N one is various. Origin of these viruses is unclear yet. Threat of HPAI seems to be
continuing at least another several years.
Keywords : Highly pathogenic avian influenza virus, H5N8 subtype, United States of America,
East Asia, France
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